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阿見町と住宅の都市整備公団は9　良好な住環境を有する住宅の供給

を行うための特定土地区画整理事業を進めております。その事業予定

地内の荒川本郷地区には9　笑殺古墳群学　業穀寺子遺跡及び実穀寺子酋

遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は9　住宅◎都市整備公団から開発地内の埋

蔵文化財発掘調査事業について委託を受け撃　平成7年度から平成摘年

度にかけて発掘調査を実施してまいりました。

本書は　平成摘年9月から平成摘年は月に調査を街った芙穀寺子遺

跡の調査成果を収擬したものであります。本書が学術的な研究資料と

してほもとより9　郷土の歴史に対する理解を深め9　ひいては教育◎文

化の向上の一助として9　活用されることを希望事たし鳶す。

なおラ　発掘調査及び整理を進めるにあた勘　委託者である住宅◎都

市整備公団からいただいた多大を御協力に対し9　心から感謝申し上げ

ます。

また9　茨城県教育委眉会9　阿見町教育委員会をはじめ9　関係各機関

及び関係各位から御指導9　御協力を賜りましたことに対し9　衷心より

感謝の意を表します。

平成11年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　昌



例 匪二瑠

1本書は，住宅e都市整備公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成10年9月から平成10年12月
じっこくてらこ

まで発掘調査を実施した，茨城県稲敷郡阿見町芙穀字寺子1546番地の7ほかに所在する実穀寺子遺跡2の発掘

調査報告書である。

2　実穀寺子遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

i‾…遠‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　 事　 長
橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月　～

li副 理 事 長 中　 島　 弘　 光 平成 7年 4 月　～

川　 俣　 勝　 慶 平成10年 4 月　～

！常　 務　 理　 事 斎　 藤　 妃　 彦 平成 9年 4 月

事　　 務　　 局　　 長 西　 村　 敏　 一 平成 9 年 4 月　～

埋 蔵 文 化 財 部 長 沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月　～

i埋蔵文化財部長代理 河　 野 †右　 司 平成 6 年 4 月　～

企
画
管
理
課

課　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎 平成10年 4 月　～

課　長　代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7年 4 月　～

主任 調査 員 池　 田　 晃　 一 平成10年 4 月　～

幸　　　　　 イ手 川　 山奈　静　 古l 平賭1∩4E A　目　～　司直蔚1∩4E　　日＿0　日士茸自
l⊥－ ′　l　　　　　－　r、リ　　　　　　」／ヽト　　　　　‘　J

経

課　　　　 長 佐　 藤　　　 健 平成10年 4 月　～

主　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月　～

理 課　長　代　 理 清　 水　　　 薫 平成10年 4 月　～

課 主　　　　 任 宮　 本　　　 勉 平成 9 年 4 月　～

主　　　　 任 木　 下　 光　 保 平成10年 4 月　～

調

査

人ヅい弟

課

課長（部長兼務） 沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月　～

調査第三社長 田　 所　 則　 夫 平成10年 9 月　～

主任 調 査員

主任 調査 員

宮　 崎　 修　 士

柴　 田　 博　 行

平成10年 9 月　～ 平成10年12月　 調査

平成11年 1 月　～ 平成11年 3 月　 整理 。執筆 e編集

平成10年 9 月　～ 平成10年12月　 調査

平成11年 1 月　～ 平成11年 3 月　 整理 e執筆 e編集

整
理
課

課　　　　 長 川　 井　 正　 一 平成10年 4 月　～

首席 調 査員 萩野谷　　　 悟 平成10年 4 月　～

3　本書の作成にあたり，第1亀　第3章第3節1。2は柴軋　第2章一第3章第2乳　第3節3～5，第4

節は宮崎がそれぞれ執筆した。編集は，二人で行った。

4　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

5　本書の作成にあたり，方形周溝墓の性格については，東邦大学付属中e高等学校教諭山岸良二氏に御指導

をいただいた。

6　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



7　遺跡の概略

ふ　 り　が　な あらかわはんごう　ち　くとくてい　と　ち〈かくせいりじぎょうちないまいぞうぶんかぎいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 荒川本郷地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 笑殺寺子遺跡 2

巻　　　　 次 m

シ リーズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第151集

著　 者　 名 宮崎修士　 柴田博行

編　集　機　関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和1丁目356番地の2　　　 T EL O29－225－6587

発　行　機　関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和1丁目356番地の2　　　 T EL O29－225－6587

発　 行　　 日 1999 （平成11）年 3月19 日

ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コ　 ー　 ド

市町村番号
北 緯 東 経 標 高 調査期間 調査面積 調査原因

じっこく　てらこ　いせき
芙穀寺子遺跡

いばらさけんいなしきぐん
茨城県稲敷郡 08443 36度 140度 23 19980901

14，539m2

荒川本郷地区

特定土地区画

整理事業に伴

う事前調査

（A II巨IV区，C区） あみまち　じっこくあざ
阿見町芙穀字

てらこ
寺子1546番地の7ほか

00分

34 秒

11分

22秒

′‾ヽ－＿′

24 m

ノーヽヽ－′

19981231

所収遺跡名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　 な　 遣　 物 特　 記　 事　 項

芙穀寺子遺跡

（A II巨IV区，C区）

包蔵地 旧石器時代 石器 （剥片，削器） 古墳時代中期

の集落及び墓

跡である。

縄文時代 縄文土器（深鉢）

石器 （石鉄）

集落跡 古墳時代 竪穴住居跡　　　 4軒

方形竪穴状遺構　 1基

土坑　　　　　　 11基

土師器 （杯 ・椀 ・

高林 e柑 e婆 e壷

・甑），土製品（土

玉），石製品（双孔

円板 ・剣形品 e勾

玉e臼玉e紡錘車），

鉄製品（鉄。鎌）

墓　 跡 古墳時代 方形周溝墓　　　 2基 土師器（椀e高塀〇

年 ・柑・婆・壷・手

捏土器），礫

その他 時期不 明 土坑　　　　　　 1基



凡 例

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第IX系座標を用いて区画し，実穀寺子遺跡は，Ⅹ＝1，160m，Y＝

32，000mの交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方

の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，南　A

北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3…，と

し，その組み合わせで「Al区」，「B2区」のように呼　B

称した。

さらに，小調査区も同様に北から南へa，b，C・・・j，

西から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称は大調

査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称　C

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

31 2 3 4 5 6 7 8 9 0
b

c

d

e
I

g

h

l

1

■
した。（第1図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　第l図　調査区呼称方法概念図

また，当遺跡はこれまでの調査の過程で，地形からA～C区に分けられている（第3図）。遺跡は，乙戸川

の低地から北東に向かって入る谷津沿いに展開しており，この谷津の南東部をA区，北東部すなわち谷頭の

奥をC区，A区とC区の間の小支谷に囲まれた所をB区としている。I～IVの番号は便宜上の地区割りであ

り，遺構分布状況等によるものではない。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡rSI　方形竪穴状遺構－SX　方形周溝墓－TM　土坑－SK　柱六一P

遺物　土器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品－M　拓本土器TTP

土層　撹乱－K

3　遺構及び遣物の実測図中の表示

［＝コ＝炉 ＝焼土　Eコ＝粘土

●土器　　　○土製晶　　　□石器・石製品　　　△金属製品 硬化面

4　土層観察と遣物における色調の判定は，『新版標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺構全体図は縮尺250分の1とし，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺で掲載した。

（3）住居跡の「主軸方向」は，炉と出入り口部を通る軸線を主軸とし，その主軸が座標北からみて，どの方

向に，何度ふれているかを，例えば「N－100－E」のように表示した。手掛かりがない場ノ飢ま南北に近い

軸線を主軸と見なした。方形竪穴状遺構は長軸を主軸と見なした。

なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，Ar口径，B一器高，C一底径，D一高台径とし，単位はcmである。なお，現存値は



し）で，推定値は［］を什して示した、、

蟻　遺物観察表の備考の欄は　土器の残存率　実測番号津　り㌘瀾M）出土位置及びその他必要と思われ

る事項を記した。

纏　写真図版中の遺物に付した番号は挿図と遺物の番号である。

浮　土器の編年については普　樫村宣布氏の「和泉式土器編年孝一茨城県を中心として－」（『研究ノート5号』

茨城県教育財団）に基づいた。
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出土遣物

I－）LlO　遺構外出土遣物



第盈章　調査経緯

第且節　調査に至る経過

阿見町と住宅e都市整備公団は，荒川本郷地区において良好な住環境を有する住宅の供給を行うための特定

土地区画整理事業を進めている。

平成6年11月1日，住宅e都市整備公団つくば開発局は，茨城県教育委員会あてに事業地内における埋蔵文

化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。茨城県教育委員会は，同6年11月2日～8日に現地踏

査，11月28日～12月2日に試掘調査を実施し，平成7年2月20日に，芙穀寺子遺眺　実穀古墳群，北古辺古墳，

実穀寺子西遺跡が所在することを，住宅e都市整備公団つくば開発局に回答した。茨城県教育委員会と住宅e

都市整備公団つくば開発局は，遺跡の取り扱いについて，慎重な協議を重ね，その結果茨城県教育委員会は，

同年3月9勘　記録保存の捨置を講ずることとし，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。茨城

県教育財団は，住宅や都市整備公団つくば開発局から遺跡の発掘調査の依託を受け，平成7年10月から発掘調

査を開始した。平成7年度は実穀寺子遺跡（A亙区）2，291m2，芙穀古墳群9，050m2，平成8年度は芙穀寺子遺跡

（AII区，BI区）25，750m2，平成9年度は芙穀寺子遺跡（Am区）2，820m2，芙穀寺子酋遺跡21，751m2の調査を実

施した。実穀寺子遺跡（AI～Am区9　BI区），実穀古墳群については，平成10年度整理作業を実施しており，

「荒川本郷地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書I」（『茨城県教育財団文化財調査報告第144

集』）として，報告書が干昭子されることになっている。

平成10年3月1日，茨城県教育委員会と住宅e都市整備公団茨城地域支社（つくば開発局からの改組による）

は，平成10年度の笑殺寺子西遺跡1，893m2，笑殺寺子遺跡（AIII区の一礼　AIV区，C区）14，∬9m2の取り扱いに

ついで慎重な協議を行った。その結果，茨城県教育委員会は同年3月13日，記録保存の措置を講ずることとし，

調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。同年6月30日，茨城県教育委員会と住宅e都市整備公団

茨城地域支社は，当初の予定である同年7月1日から翌年3月31日の発掘調査期間の変更について協議を行い，

その結果，調査期間は同年9月1日から翌年3月31日までと決定した。茨城県教育財団は住宅e都市整備公団

と発掘調査についての委託契約を結び，同年9月1日，調査を開始した。しかし，調査が予定より早期に終了

する見込みになったため，同年11月17日，茨城県教育委員会と住宅e都市整備公団茨城地域支社は，事業の円

滑な推進を勘案して発掘調査計画の変更について協議を行った。その結果，3か月短縮の旨回答があり，茨城

県教育財団は，同年12月で笑殺寺子西遣帆　実穀寺子遺跡（AIII区の一部，AIV区，C区）の調査を終了した。

第2節　調査経過

実穀寺子遺跡（Am区の一部，AIV区，C区）の発掘調査は，平成10年9月1日から平成10年12月31日までの

4か月間実施した。以下，調査経過の概要を月ごとに記述する。

平成10年度

9月　1日には現場事務所への発掘器材や物品の搬入など，発掘調査の諸準備を行った。3日から室内補助員

を，11日からは調査補助員を雇用し，C区に2m幅のトレンチを設定して芋掘りによる試掘調査を開始し

た。また，25日にはAm区（本年度分）とAIV区の清掃作業を行った。
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10月　2日からはAm区（本年度分）とAIV区の重機による表土除去を開始し，15日の終了までに住居跡5軒，

方形周溝墓2基及び土坑十数基を確認した。28日から遺構の掘り込み作業を開始した。

11月　前月に引き続き，AIII区（本年度分）とAIV区の遺構調査を進めた。16日には，8分の1まで進めていた

C区の試掘を重機により再開した。試掘は4分の1まで行ったが，遣物は少なく，遺構は検出されなかっ

たため調査を終了した。

12月　1日に住宅e都市整備公団及び阿見町教育委員会に対して発掘調査の成果を報告した。2日に報道発表

を行い，5日午前には雨の中55名の参加者を集めて現地説明会を開催した。9日には，セスナ機での航空

写真撮影を行った。11日から補足調査を行い，18日までには安全対策を含め現地調査をすべて終了した。
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第2常　住拝三と畳境

第且節　地哩的環境

実穀寺子遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町笑殺字寺子1546番地の7ほかに所在する。阿見町南西部，JR常磐線荒

川沖駅から南東に約3kmほどの位置である。

遺跡が所在する阿見町は，面積64．68加を擁し，東西9k叫　南北11kmのひろがりをもつ。北部は霞ヶ浦に画

し，東部は稲敷郡美浦村，南部は稲敷郡江戸崎町及び牛久市，西部は土浦市と接している。

阿見町の地形は，常総台地の一部をなす稲敷台地東北部と言寿明川，桂川，乙戸川，花室川，及び霞ヶ浦沿

岸の沖積低地とからなっている。

稲敷台地は，標高25～28mの洪積台地であり，土浦市，龍ヶ崎市，江戸崎町を結ぶ三角地帯の中にその大部

分が入り，台地の東端は東町阿波崎付近にある。台地の地層は，第四期洪積世古東京湾時代に堆積した成田層

が基盤となり，下部から上部にかけて，成田層下部，成田層上部，龍ヶ崎砂礫凰　常総粘土層，関東ローム層

の順で堆積している。堆積状況は，水平で単調，摺曲や断層はみられない。台地面は上記の四河川によって開

析され，複雑な樹枝状の支谷が刻まれている。両遺跡近くを流れる乙戸川は，土浦市の乙戸沼を水源とし，井

の岡で桂川を合わせ，島田付近で小野川と合流し，霞ヶ浦に流入する。

芙穀寺子遺跡は，乙戸川の低地から延びる支谷の東側台地上に立地する。遺跡のある台地上と，乙戸川の河

岸に開ける水田との比高は約7mである。調査前の現況は畑，山林，雑種地である。

《参考文献〉

。阿見町史編さん委員会　『阿見町史』阿見町1983年　3月

・茨城県農地部農地課　『土地分類基本調査　土浦』1983年12月

・蜂須紀夫　『茨城県　地学のガイド』コロナ社1986年11月

第2節　歴史的環境

美穀寺子遺跡〈1〉の所在する地域は，河川，低地，台地と変化に富んだ自然環境をもち，台地上には数多

くの遺跡が残っている。特に，小野川，乙戸川流域の台地上には，旧石器時代からの遺跡が分布している。こ

こでは，当地域の主な遺跡について時代をおって述べることにする。
じっこくこふんぐん　　　　　　　　　　　　　　なかくき　　　　　　にし　はら

旧石器時代の遺跡では，阿見町の芙穀古墳群〈2〉　で細石刃が，牛久市の中久喜遺跡〈3〉，西ノ原遺跡
みやまえ

〈4〉，土浦市の宮前遺跡，今回報告する実穀寺子遺跡でナイフ形石器などが出土している。
もりこばし　　　　　　　　　うえ　　　　　ひがしやま　　　　　　ばば　　　　　　だ

縄文時代の遺跡は，牛久市の守子橋遺跡〈5〉，ヤツノ上遺跡〈6〉，東山遺跡〈7〉，馬場遺跡〈8〉，出し
やま　　　　　　　　おきしんでんどうそじんまえ　　　　　　つかした

山遺軌　土浦市の沖新田道祖神前遺跡〈9〉，塚下遺跡〈10〉などがある。ヤツノ上遺跡からは，縄文時代晩期

の土器片とともに，同時期の土偶が出土し，東山遺跡からは，縄文時代早期から中期の土器片が出土している。
おいやま

馬場遺跡からは，縄文時代早期の土器片と前期の深鉢が出土している。阿見町の於山遺跡〈11〉からは，縄文
（1）

時代早期から後期にかけての土器片，磨製石斧が出土している。牛久市奥原町の乙戸川と小野川が合流する左
でと

岸台地縁辺部には，縄文中期から後期にかけての集落跡である出戸遺跡がある。
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どうき　　　　　　　　　　　　さかもと

弥生時代の遺跡は，土器片の散布が見られる阿見町の道記遺跡〈12〉　と，牛久市の坂本遺跡〈13〉がある。
てんのうみね

また，牛久市奥原町の天王峯遺跡では，弥生時代後期の集落跡が検出されている。
じっこくてらこにし　　　　　なかね

古墳時代の遺跡は，今回報告する芙穀寺子遺跡のほかに，阿見町の実穀古墳群，芙穀寺子西遺跡〈14〉，中根
しもこいけ　　　　　　しもこいけひがし　　　　　　ふくだ　　　　　　みやわき　　　　　　あみひがし

遺跡〈15〉，追記遺跡，下小池遺跡〈16〉，下小池東遺跡〈17〉，福田遺跡〈18〉，宮脇遺跡〈19〉，阿見東遺跡が
なかしもね　　　　　　　　　　　　はやとやま　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょうにんた

ある。また，牛久市では，中下根遺跡〈20〉，西ノ原遺跡，隼人山遺跡〈21〉，中久喜遺跡，馬場遺跡，行大田
ひがしやま　　　おおくぼ　　　　　　うばがみ　　　　　　だい　　　げんだい

遺跡〈22〉，ヤツノ上遺跡，東山遺跡，大久保遺跡〈23〉，姥神遺跡，すかき台遺跡，源喜遺跡，天王峯遺跡，
むかいはら　　　からすやま　　　　　　　　　　　ひらだい　　　ながみね

土浦市では，向原遺跡，烏山遺跡，龍ヶ崎市では，平台遺跡，長峰遺跡などがある。

これらの遺跡を時期別に見ると，古墳時代前期の遺跡は，すかき台遺跡，姥神遺跡，源喜遺跡，向原遺跡，

烏山遺跡などがあり，乙戸川沿いの下小池遺跡では，前期から後期にわたる13軒の竪穴住居跡が検出されてい
（2）

る。また，小野川と乙戸川の合流する左岸台地縁辺部に位置する牛久市奥原町のすかき台遺跡では，竪穴住居
（3）

跡9軒，同じく姥神遺跡では，竪穴住居跡28軒，方形周溝墓3基が検出されている。乙戸川左岸台地上に位置
（4）

する牛久市久野町の源喜遺跡からは，6基の方形周溝墓と円形周溝墓が検出されている。

古墳時代中期の遺跡は，阿見町本郷から小池付近を流れる乙戸川沿いに，芙穀寺子遺跡，笑殺古墳群，実穀

寺子酉遺跡，下小池遺跡などが，乙戸川と小野川に挟まれた台地上に，中下根遺跡，西ノ原遺跡，隼人山遺跡，

ヤツノ上遺跡，中久喜遺跡があり，広範囲にわたって集落跡が検出されている。これらの遺跡は，小支谷を望

む台地の中央から緩斜面上にかけて，古墳時代中期中葉から後期初頭の集落を形成しているという特徴を持っ

ている。阿見町阿見に所在する阿見東遺跡第一地点では，古墳時代後期の住居跡を含む10軒の住居跡が検出さ

れ，このうち，第3号住居跡からは，石製模造品が床面から多く出土していることから，石製模造品の工房跡
（5）

ではないかと考えられている。阿見町北西部の清明川によって開析された台地上に位置する宮脇遺跡からは，

同時期の竪穴住居跡24軒が検出され，下小池遺跡では，11軒の竪穴住居跡が検出されている。

古墳時代後期の遺跡は，西ノ原遺跡，馬場遺跡，天王峯遺跡，姥神遺跡などがある。馬場遺跡では，竪穴住
（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

屠跡2軒，天王峰遺跡では2軒，姥神遺跡では44軒が検出されている。
ないき

古墳は集落跡に隣接するように所在し，当遺跡南西側の笑殺古墳群，阿見町の内記古墳群〈24〉，だめき古墳
ほっこべ　　　　　　　　　　　　つかこし　　　　　　　　　　　　みちやま

〈25〉，北古辺古墳〈26〉，於山古墳，塚越古墳群〈27〉，牛久市の造山古墳群〈28〉が確認されている。実穀古
みやさか

墳群の第4号墳と造山古墳群の第3e4e5号墳からは直刀が出土している。その他，小野川沿いに，宮坂古
あたごわき　　　　　　ことづか　　　　　みずおちした　　　　　　なし　き

墳〈29〉，愛宕脇古墳〈30〉，琴塚古墳〈31〉，水落下古墳〈32〉，梨の木古墳〈33〉　がある。これらの古墳は，

いずれも6世紀後半から7世紀前半のものである。

奈良e平安時代の遺跡は，中下根遺跡，隼人山遺跡，ヤツノ上遺跡，中久喜遺跡，姥神遺跡，有人田遺跡が

ある。このうち，ヤツノ上遺跡では平安時代の竪穴住居跡8軒，掘立柱建物跡2棟が，姥神遺跡では，奈良時
（8）

代の竪穴住居跡16軒，平安時代の竪穴住居跡58軒及び掘立柱建物跡4棟が検出されている。
かみこいけ　　　　　　おかみ　　　　　　おさか

中世の遺跡は，上中池城跡〈34〉，岡見城跡〈35〉，小坂城跡などがある。阿見町小池に所在する上中池城跡

は，戦国時代末期に土岐氏によって構築されたものと考えられている。
あらかわおき　　　　　　　　ひがしまみあな

近世の遺跡としては，土浦市の荒川沖一里塚，牛久市の東端穴一里塚などがある。

近代以降では，霞ヶ浦西岸に，第2次世界大戦中に海軍の重要な拠点となった霞ヶ浦航空隊跡がある。当遺

跡南西側の笑殺寺子西遺跡では，アメリカ軍機を迎撃するための高射砲台跡が検出され，平成9　elO年度に5

基が調査された。当時の軍の施設を知る貴重な遺構である。

以上のように，当遺跡の周辺には多くの遺跡が存在している。

※文中の〈　〉　内の番号は，表1，第2図中の該当番号と同じである。
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表1　実穀寺子遺跡周辺遺跡一覧表
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4 西　ノ　原 遺 跡 ○ ○ ！
22 行 大　田　遺 跡 3365 ○ ○

5 守 子 橋 遺 跡 2794 ○ 23 大 久 保 遺 跡 3363 ○

6 ヤ ツノ上遺跡 ○ ○ ○ 24 内 記 古 墳 群 5702 ○

7 東　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 25 だ め　き　古 墳 5698 ○

8 馬　 場　 遺　 跡 3364 ○ （〕 ○ 26 北 古 辺 古 墳 5700 ○

9 沖新田道祖神前遺跡 5241 ○ ○ 27 塚 越 古 墳 群 5705 ○

10 塚　 下　 遺　 跡 5240 ○ 28 造 山 古 墳 群 1706 ○

11 於　 山　 遺　 跡 ○ ○ 29 宮　 坂　 古　 墳 3368 ○

12 追　 記　 遺　 跡 5704 ○ ○ ○ 30 愛 宕 脇 古 墳 3372 ○

13 坂　 本　 遺　 跡 3366 ○ （⊃ 31 琴 塚 古 墳 群 3377 ○

14 実穀寺子西遺跡 ○ ○ 32 水 落 下 古 墳 3378 ○

15 中　 根　 遺　 跡 570？ ○ 33 梨 の 木 古 墳 3373 ○

16 下小池遺跡 3975 i
！
I
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O i
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〇
〇
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i
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i
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第2図　実穀寺子遺跡周辺遺跡分布図
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第3事　実穀寺子遺跡

第1節　遺跡の概要

芙穀寺子遺跡は，阿見町北西部，乙戸川左岸の標高22～24mの台地上にあり，乙戸川の低地から伸びる支谷

によって，大きく南部（A区）と北部（B・C区）の二つの地区に分かれている。現況は山林及び畑地であり，

平成7年度にAI区の2，291m2，平成8年度にAII区の21，083mZとB区の4，667m2，平成9年度にAIII区の2，820

m2，平成10年度にAIII区の154m2，AIV区の3，255m2とC区の11，130m2を調査した。当遺跡は古墳時代中期の集

落跡を中心とした，旧石器時代，縄文時代，古墳時代の複合遺跡である。同じ台地上の300mほど南西に，実穀

古墳群及び実穀寺子西遺跡がある。

今回報告するAIV区からは，古墳時代中期の竪穴住居跡4軒，方形竪穴状遺構1基，方形周溝墓2基，土坑

11基及び時期不明の土坑1基が検出された。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に16箱出土しており，大半は古墳時代中期のものである。旧石器時代

の剥片，縄文時代の縄文土器（探鉢片），石器（石鉄），古墳時代の土師器（高塀・杯・椀・紺・婆・甑・手捏

土器），土製品（土玉），石製模造品（双孔円版・剣形品・臼玉・管玉），石製品（勾玉・紡錘車・砥石），鉄製

品（鎌・鉄）がある。

第2節　基本層序

平成8年度の調査において，調査区内（II区）にテスト

ピットを掘り，基本土層の観察を行った。観察の結果は以

下の通りである（第4図）。遺構は，第2層上面で確認した。

第1屑　　厚さ18～26cmの褐色の表土である。

第2層　　厚さ18～24cmの明褐色土。新期富士降下火

砕層（新期テフラ）を含む層である。

第3層　　厚さ18～24cmの褐色土。赤色スコリアを微

量含む腐植土層である。

第4層　　厚さ8～20cmの明褐色のソフトローム層。

第5層　　厚さ24～38cmの褐色のハードローム層。下

位に姶良Tn火山灰（AT）を含む層である。

第6層　　厚さ22～42cmの褐色土。赤色スコリアを微

量含む第2黒色帯（BBII）である。
第4図　基本土層図

第7層　　厚さ10～26cmの褐色土。ローム小ブロック

を中量含む。

第8層　　厚さ20～26cmのにぷい褐色土。黒色粒子を微量含む。

第9層　　厚さ16～23cmの褐色土。黒色粒子を少量，赤色スコリアを微量含み，極めて粘性がある。

第10屑　　厚さ20－26cmのにぷい褐色土。白色粘土粒子を多量，黒色粒子・赤色粒子を少量含む。
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第11層　厚さ10～16cmのにぷい褐色土。粘土粒子を極めて多量に，赤色粒子を多鼠　黒色粒子を少量含む。

第12層　厚さ10－2短のにぷい橙色土。粘土中ブロック。粒子を中島　黒色粒子を少量含み，極めて粘性

がある。

第13層　　にぷい褐色土。赤色小ブロック0黒色粒子を中量含む。

第3節　遺構と遺物

瑠　竪究住居跡

今回の調査で，竪穴住居跡4軒（S紅蕎2はSX」に変更）を検出した。以下9遺構と遺物について記載する。

第鍼号住居跡（第5位6鐘7図）

位置　調査AⅣ区南東乳　B4g4区。

規模藍平面形　長軸6。02m警　短軸5。98mの方形である。

主軸方向　N－5（、）。－E

壁　壁高は22－33cH1で，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で9　中央部が踏み固められている。また，Pl，P3とP4の外側に踏み固められた不定形の高

まりがある。

貯蔵究　西コーナー部に位置し9　長径96cm9　短径85cmの楕円形で9　深さは32cmである。底面は凹凸である。

貯蔵穴上層解説

1極暗褐色　ローム粒子小鼠　ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子中鼠　ローム大も中ブロック・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量

だッ匪　6か所（Pl～P6）。Pl～P4ほ，長径52～66cm，短径47～53cmの楕円私　深さは35～68。mである。規

模と配置から主柱穴と考えられる。P5ほ9長径購cm，短径30cmの楕円私深さは24cmである。位置から出入り

口施設に伴うピットと考えられる。P6は，長径3舶叫短径27cmの楕円私　深さは26cmで，P。の南西に位置し9

㌘3の補助柱穴と考えられる。

炉　2か所。炉1は北東壁寄りに位置し，長径96cm9　短径71cmの楕円形で，床面を7cmほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉床は，赤変硬化している。炉2は中央に位置し，長軸7短，短軸4鮎mの長方形で，床面を

5cmほど皿状に掘りくぼめている。炉床は，赤変硬化している。炉1は，炉2より炉床が赤変硬化しているこ

とから長期間使用されていたと思われる。

炉l土層解説

1　にぷい赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子0焼土粒子小量・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子，焼土粒子小鼠　焼土中ブロック・
炭化粒子微量

炉2土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子

小量，ローム小ブロック小量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子多鼠　ローム粒子・炭化粒子小鼠　焼土
ブロック微量

5　暗赤褐色　ローム粒子，炭化粒子小量，焼土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子も

炭化粒子小量

覆土　6層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム4、ブロック・ローム粒子少巌

3　黒　褐　色　ローム粒子中量

4　黒　褐　色　ローム中ブロック中鼠　ローム小ブロック・ローム

粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子少亀　ローム小ブロック微量

7　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
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第5図　第53号住居跡実測図

一11－

。喜二：一

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿⊥　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　j



鐘，
匡

凧7
CCl二【1二j

第6図　第53号住居跡出土遺物実測図（り

璽賢一7 10cm

ト一一一「＿＿　　」

－12－



⑤

0　　　　　　　5cm

L i　！

「¶11＿⊃I9

C⊃　　　22　　（＝⊃ 23　　　　⊂⊃
0　　　　　　　　3cm

相へ44　L＿＿」　　」

26

第7図　第53号住居跡出土遺物実測図（2）
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遺物　土師器片872点，土製品1点，石製品18点，鉄製品1点が出土している。第6図1の埠は，中央部の覆土

下層とPl内の覆土上層から出土した破片が接合したものである。2の椀は南東壁付近の覆土中層，5の高j不は

P。内の覆土中層，12の婆は北西壁寄りの覆土下層，16の壷は中央部の覆土上層，17の甑は北東壁寄りの覆土下

層からそれぞれ出土している。3の高年は中央部の覆土中・下層と北西壁寄りの覆土中層，4の高塚は北西壁

付近の覆土中・下層から出土した破片が接合したものである。6・7の高年は西コーナー部の覆土下層から出

土している。8の高年と15の婆は東コーナー部付近の覆土中層から出土している。9の相は中央部の覆土中層

から逆位の状態で出土している。10の小形婆は北西壁寄り，14の聾は北東壁寄りの，ともに覆土中層から出土

した破片が接合したものである。11の要は，北部を中心とした覆土下層及びP4内の覆土上層から出土した破

片が接合したものである。13の聾は，北東壁寄りと北西壁寄りの，ともに覆土下層から出土した破片が接合し

たものである。第7図18の土玉と20の剣形品は，南東壁付近の覆土下層から出土している。19の双孔円板は南

東壁付近，23の勾玉は南東壁寄りの，ともに床面から出土している。21の剣形晶は中央部の床面，22の勾玉は

中央部の覆土上層から出土している。24の勾玉は北東壁寄りの覆土下層から出土している。25の管玉は南東壁

寄りの床面から出土している。26の剥片は西部の覆土中から出土している。27－37の白玉は中央部から南東壁

寄りを中心として，床面から覆土下層にかけて出土している。38の不明鉄製品は南コーナー部付近の覆土下層

から出土している。

所見　本跡は，双孔円板，臼玉，剣形品などの石製模造品や勾玉が出土していることから，住居内祭祀が行わ

れた可能性が考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀第2四半期）と考

えられる。
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第53号住居跡出土遣物観察表

図版番 Fハ弓　器　 種 ！　 器 形 の 特 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 6 図 堵 B （5 潮 底部か ら甘綾部 の碩濱㌔丸腰∴休部 目線部 内を外商横ナ デ。休部外 面下 有 英 ・雲母 ・砂 粒 ・ P lO　購％　 P L 4

1
土 師 器 ほ内攣 しなが ら立 ち上 が る。 位 へ ラ削 り後，ナデ。内面 ナデ。内 ス コリア 将士下層 ・P l内

商赤彩。 にぷい橙 色

普通

覆 土上 層

内面剥離

椀 Å［5 」］ 休部 か ら［二j緑部の破片。休部 は内攣 仕緑部内 ・外 面横丁千　 体部外両へ 実母 ・砂粒 ㌘11 30％　 P L 4
2 土 師 器 B （5誹 しなが ら立 ち上 が り， 冒綾部 に至 ラ削 り後学　ナ デ。 内面 ナデ。 橙 色 将士 中層

る。 普通 内面剥離

高　 林 B （9滴 脚 部の破 片。下位 は ラ ッパ状 に開 脚部 外面ハ ケ ＝調軋　 内面へ ラナ 長有∴雲母 ・砂粒 ・ P12　25％　 P L 4

3
土 師 器 く。 デ。脚部 内海に輪積み痕 を残 す。 ス コ リア

にぷい褐色

普通

薇上中 ・下層

4

高　 圧 B 「乱射 脚部の破片。 ラ ッパ 状に開 く。 脚部外面！＼十 日調整，内部 上位横 ナ 実母 ・砂粒 ・て」 P H J帖　 P L l
土 師 器 テい。 リア

にぷ い橙色

普通

催上 中 ・下 層

高　 年 B 「乱射 脚部 の破 片。ほぼ柱状 を呈 し予中位 脚部 内 ゆ外面へ ラナ デ。 長 石 ∵∴母 ・砂 粒 P 14　20％　 m 摘
5 土 師 器 にや や膨 らみ を持 ち言ド位 で大 き く にぷ い黄橙色 P J内澱士中層

開 く。 普通

高　 林 B （8。3） 脚部 の破片。柱状 でやや開 く。 脚部外面ハ ケ 目調整後予　へ ラ磨 き。 ノ行英 ・雲母 ・砂粒 P 15　2暗　 P Lヰ
6 士 帥 器 i 内面ノ＼うナデ∴ にぷい黄橙色

普通

覆 土下層

7

高　 林

士 師 器

B （8 。3） 脚部の破片。柱状 でやや開 く。 蜘部外面へ う磨 き、内面へ うナナ 実母 ・砂粒 ・1 コ

リア

にぷ い褐 色
普通

P 用　 帖　 P L l

粒工下 層

内面剥離

高　 林 B （7潮 脚部 の破片。 ラッパ状 に開 く。 脚 部外面 ノ＼十 日調 整私　 へ ラナナ㍉ 長有 ・圭母 ・砂 粒 ・ P に　 帖　 P L l

8
士 帥 器 内面 ナデ。内面に輪積み痕 を残す。 小石 ・1 」 リ∵

にぷい橙色

普通

凍土 中層

9

川 B （6 湖 日綾部 の欠損。丸底。休部 は扁平な 目線 部外面 縦位のへ ラナデ，内面横 長有 ・雲母 ・砂粒 ㌘18　85％　 P L 4
士 帥 器 球形状 を里 し9 日綾部 は緩や かに外

反す る。

ナデ。休部外 商へ ラ削 り後，ナデ。 にぷい橙 色

普通

席 上中層

†0

小 彬 盛 A ［12．両 体 部か ら日録部 の破 片。休部 は内攣 「1線部内 ・外 面構ナ ナ＼ 「1線部 内面 実母 ・砂 粒 P 23　5 ％　 ㌘摘
土 師 器 B （6 ．8） し， ロ綾部 は わずか に外 反す る。 指 頭痕。休 部外 商へ ラ削 り後学　ナ

デ。 内面に輪積み痕 を残す。

にぷ い橙色

普通

将士 中層

H

婆 A ［18 ．8］ 休部 か ら日綾部の破片。休 部は 内攣 目線 部内 ・外面横 ナチ㍉体 部内 ・外 雲母 ・砂粒 P D　 蝿　 P L ヰ
土 師 器 B （15，4） しなが ら立ち上が り，H 綾部は外反 商へ ラナデ。体部 内e外 面に輪積み 赤色 覆土下層 のp 4内

す る。 痕 を残 す。 普通 覆土上層

内面剥離

12

13

14

15

16

1 7

慈 A 巨0 」］ 体部か らロ縁部 の破 片。頸部 は「く」 目線部 内0外面横ナ デ。休部外 面斜 長石 ・雲母 ・砂粒 ・ P 20 10％　 P L 4
土 師 器

婆

B （7 滴

Å ［20 ．2］

の字状 に屈 曲 し， ロ綾 部 は外反 す

る。

休 部か らH 綾部の破片。休部 は内攣

位， 内面横位へ ラナデ。

「1線 部内 ・外 面横 ナナ㍉体 部内 ・外

ス コリア

褐灰 色

普通

実母 ・砂粒

覆 土下層

P 21 川㌔　 P L ヰ
土 師 器 B （8．4） し， 日経部は外反す る。 面横位 の√＼ラナ デ。 橙色

普通

雲母 ・砂 粒 ・ス コ

凍土下層

内面剥離

P24　20％　 P L 4婆 B （13．6） 底部 か ら休 部の破片。平底。休部は 休部外 面へ ラ削 り後，ナデ。内面横
土 師 器

婆

C　 6．3

B （5 ．9）

内攣 しなが ら立 ち上が る。

底部か ら休部 の破 片。平底。休部 は

位のへ ラナデ。

休部外面へ ラ削 り後，ナデ。内面ナ

リア

にぷい橙色

普通

雲母 ・砂 粒

魔士 中層

内面剥離

P 25　5％　 P L 5
土 師 器 C　 8 ．3 内攣 しなが ら立 ち上 が る。 デ。休部外面下位 に指頭 痕 を残す。 にぷい橙 色

普通

長石 0雲母 。砂粒 0

覆 土中層

てことご竺E A ［16 ．2］ 口綾 部の破片。折 り返 し目線 でわず ロ綾部 外面へ ラ削 り後，ナデ。内面 P 22　5％　 P L 5
土 師 器

甑

B （6．2）

B （3 ．6）

かに外 反す る。

底部か ら休部 下位 の破片。単孔式。

㌦＼ラナデ。

体部 内 ・外 面へ ラナデ。

スコ リア

にぷ い褐色

普通

石英 ・長石 ・雲母 ・

覆土上層

P26　5 ％　 P L 5
土 師 器 C ［7 ．0］ 休部 はわずか に内攣 しなが ら立 ち

上が る。

砂 粒 ・ス コ リア

にぷい橙色

普通

覆土下層

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！現存率

‖ ％） 備　　　　　 考
長さ（cm） 径（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第 7図18 土　 玉 3．1 3．1 0．8 24．0 100 D P l　 覆土下層　　 P L 9
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図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

備　　　　　 考
長さ（Cまれ） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第 7図19 双．孔円板 2．5 2．4 0．3 軋2 3．54 滑　　 石 0 1　 床面　　　　 P L 5　　 2孔

20 剣　形　品
3e2 日 7 巨 5 巨 15 巨 76

滑　　 石 0 2　　 楷士下層　　 P L 5

2ヱ 剣　形　品 3．1 上6 0．4 0．15 2．50 滑　　 石 0 8　　 床面　　　　 P L 5

22 勾　　 玉 1。8
Ⅰ2　 巨 4 ・2　 日 ．鵬

滑　　 石 O J　　 粒十上層　　 P L 5

23 勾　　 玉
・中　 0　 巨 4 0・2　 い き粥

滑　　 石 Q 5　　 床面　　　　 P L 5

24 勾　　 玉
0　 巨 2　 い さ3 0・2　 巨 粥

滑　　 石 0 6　　 将士下層　　 P L 5

25 管　　 玉
2・4　 巨 中 Op2　 日 Ⅷ

滑　　 石 0 7　　 床面　　　　 P L 5

26 剥　　 片
・ 巨 1 日 。8

－ 83。0 滑　　 石 0 36　　 西部俺上中

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 貿

備　　　　　 考径（cm） 纏 綿 m車 種五m） 重量 g ）

27 日　　 工
Oe4　 巨 1 巨 2

0．05 滑　　 石 0 8　　 床面　　　　 P L 5

28 日　　 工 0．ヰ 0。3 0．1 0．0り 滑　　 有 Q O　　 床面　　　　 P L 5

29 臼　　 玉 0．4
0・3 「 臓

0．00 滑　　 石 0 m　　 床面　　　　 P L 5

30 臼　　 玉 O．J の。25 0」 0．01 滑　　 石 0 11　 昧面　　　　 P L 5

31 日　　 工
0可 軋可　 読

0．02 滑　　 有 Q は　　 床面　　　　 P L 5

32 日　　 工 0．3 0．2
0・五　 日 ほ

滑　　 石 0 13　　 床面　　　　 P L 5

33 日　　 工 の。3
撃 つ　 Ⅲ 「 読

滑　　 石 0 14　　 床面　　　　 P L 5

34 日　　 工 0．3 0．2 0．15 O．OJ 滑　　 石 0 15　　 床面　　　　 P L 5

図版番号 L了
計　　 測　　 値 巨 質

備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

38 不明鉄製品 （5減 0．9 0．5 （8945） 鉄 M l　 裾士下層

笠ご／－′∵、∫・了　工H　十　∫！、鋸

位置　調査AIV区北部，B4al区。

規模と平面形　長車酪87m9　短軸5。65mの方形である。

主軸方向　N－240－1V

壁　壁高は蟻～鋼cmで　外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で9貯蔵穴付近から炉の周辺が踏み固められている。また9貯蔵穴北側の床面から長郎7cm学

短軸25cmの長方形に広がる粘土を検出した。

貯蔵究　南コーナー部に位置し9長径115cm　短径粥cmの楕円私深さは舶cmである。底面は皿状である。
貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量，・ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック微量

ぽッ匪14か所（Pl～P14）。Plは長径70cm9短径65cmのほぼ円私深さは27cmで言ヒコーナー部に位置する。

P9は長軸媚cm　短軸20cmの瓢箪私深さは12cmである。位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。ま

た，P2～P8ePlO～P14は北西壁付近から北東壁付近に位置し，長径15～40cm，短径14～35cmの円形及び楕円
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第8図　第54号住居跡実測図
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第9図　第54号住居跡出土遺物実測図（り
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第10図　第54号住居跡出土遺物実測図（2）

－∈と

、　ミ：－…

0　　　　　　　　　　　5cm

ト一一一一一一十一一一一一一一」

0　　　　　　5cm

ト；l

形，深さは6－19cmである。これらのピットについては性格不明である。

P．土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

炉　4か所。炉1は北西壁寄りに位置し，長径75cm，短径70cmのほぼ円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼ

めた地床炉である。炉床は，赤変硬化している。炉2は中央部よりやや北西寄りに位置し，長径70cm，短径57

。mの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめている。炉床は，赤変硬化している。炉3は中央部に位置し，長径

55cm，短径46cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめている。炉床は，赤変硬化している。炉4は中

央部に位置し，長径66cm，短径52cmの不整楕円形で，床面を2cmほど掘りくぼめている。炉床は，赤変硬化し

ている。これら4か所の炉のうち，炉1は他の3か所の炉と比べ焼土が一番多く残っている。なお，炉の時期

差及び複数の炉の同時使用等については不明である。

炉l土層解説
1　暗赤灰色　焼土粒子中量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少呈
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
4　黒　褐　色　ローム粒子微量

炉2土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　時赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック小量，焼土中ブロック微量
6　暗赤褐色　焼土粒子少量

炉3土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量
2　暗　褐　色　焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

炉4土層解説
1　暗赤褐色　焼土ノトブロック中量，焼土粒子少量
2　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子少量

覆土　7層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。
土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム粒子中量
6　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片421点，土製品2息石製品2点，鉄製品1点が出土している。第9図1の坪は，東コーナー部
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付近の覆土下層から出土している。2の椀は北東壁寄りの床面から逆位の状態で，3の椀は北コーナー部付近

の床面から出土している。4の高塚は東コーナー部付近の覆土下層から，6の相は東コーナー部付近の床面か

ら，ともに横位の状態で出土している。5の高年は北西壁寄りの，10の婆は北西壁付近の，ともに床面から出

土している。7の紺は，北東壁付近の覆土中層から出土している。8の小形婆は，南西壁付近の覆土下層から

横位の状態で出土している。9の婆は，南コーナー部付近と西コーナー部付近の，ともに覆土下層から出土し

た破片が接合したものである。11の壷は，北部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。第10図12

の土玉は中央部の覆土上凰13の上玉は北部の覆土中，14の臼玉は中央部の覆土下層から出土している。15の

紡錘車は，北東壁寄りの床面から出土している。16の鉄鎌は，東コーナー部付近の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から古墳時代中期（5世紀第2四半期）と考えられる。

第54号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 図 杯 A 13 ．8 底部か ら目線部の破片。平底。休部 口縁部 内・外面横 ナデ。休 部外面へ 長石 ・雲母 ・砂 粒 P27　60％　 P L 5
1 土 師 器 B　 5 ．7 は 内攣 しなが ら立 ち上が り，口綾部 ラ削 り後， ナデ。内面へ ラ磨 き。 橙色 覆土下層

C　 生6 に至 る。 普通 内面剥離

2

椀 A 12．9 日綾部一部 欠損。平底。休部 は内攣 目線部 内・外面横ナデ。休部外 面へ 雲母 ・砂 粒 ・ス コ P28　95％　 P L5
土 師 器 B　 7．2 しなか ら立 ち上 が り，目線部 は外傾 ラ削 り後，ナデ。内面へ ラナデ。日 リア 床 面

C　 4．1 す る。 縁部内 ・外面赤彩。 （内）赤色 （外）に

ぷい褐色
普 通

内面剥 離

3

椀 A 12．2 底部 か ら口綾部の破片。平底。休部 口緑部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 長石 ・砂粒 ・スコ P 29　50％　 P L 5
土 師 器 B　 9 ．6 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，日綾部 ラ削 り後，ナデ。 内面へ ラナデ。 リア 床面

C ［4 ．6］ は外傾 する。 橙色

普通

内面剥離

4

高　 年 A 18 ．2 脚部及 び杯部一 部欠損。脚部 は ラッ 目線部 内・外面横ナ デ。休部外 面へ 長石 ・雲母 ・砂粒 ・
P30　90％　 P L 5

覆土下層

内 ・外面剥離

土 師 器 B 14 ．0 パ状に開 く。土不部 は内攣 しなが ら立 ラナ デ。脚部外面へ ラ磨 き，内面へ スコ リア
D 14 ．4 ち上が り， 口綾 部に至 る。 ラナデ。脚部端部 内 ・外面横ナ デ。 橙色

普通

5

高　 塚 B （9．6） 脚部の破片。 ラ ッパ状 に開 く。 脚部外面パ ケ目調整。内面 に輪積 み 雲母 ・砂粒 P 31 45％　 P L5
土 師 器 D 13．2 痕 を残す。 にぷい黄橙色

普 通

床 面

内面剥 離

6

川 A 12．1 口綾部 一部欠損。平底 。休部は扁平 目線部内 ・外 面横 ナデ。休部外面へ 石 英 ・長石 ・砂粒 ・ P 32　85％　 P L5
土 師 器 B 14 ．6

C　 4 ．0

な球形状 を呈す る。口綾部は中位 に

稜 を持 ち， わずかに 内攣す る。

ラ削 り後，ナデ。 内面 ナデ。 ス コリア

橙色

普通

床面

7

柑 B （8 ．0） 底部か ら休部 の破片。平底。休 部は 休部外 面へ ラ削 り後，ナ デ。内面ナ 長石 ・雲母 ・砂粒 ・ P 33　70％　 P L 5
土 師 器 C　 5 ．0 扁平 な球形状 を呈す る。 テや。 スコ リア

橙色

普通

覆土 中層

内面剥離

8

小 形 婆 A lO．4 休 部一部欠損。平底。休部 は内攣 し 口縁部 内・外面横ナデ。 口縁部外 面 雲母 ・砂粒 ・ス コ P36　78％　 P L 5
土 師 器 B　 8．1 て立 ち上 が り，上位 に最大径 を持 に指頭痕 を残す。体部 内・外面へ ラ リア 覆土下層

C　 5．7 つ。 口綾部は外傾す る。 ナデ。 にぷい褐色

普通

9

窪 A 18 ．8 休部か ら目線部の破片。休部は 内攣 口線 部内 ・外 面横 ナデ。休部は外面 雲母 ・砂粒 P 34　50％　 P L6
土 師 器 B （26 ．4） して立 ち上 が り，中位 に最大径 を持 斜位 のへ ラ削 り後，ナデ。内面へ ラ にぷい黄褐 色 覆 土下 層

つ。 口綾部 は外反す る。 ナ デ。 普通 内面剥離

10

婆 B （13 ．3） 底部か ら休部 の破 片。上 げ底気味の 休部外 面へ ラ削 り後，ナデ。内面ナ 石英 ・長石 ・雲母 ・ P 35　40％　 P L 5

土 師 器 C　 4 ．6 平底。休部 は内攣 して立 ち上が る。 デ。 砂粒 ・小石

にぷい赤褐色

普通

床面

11

てこゴニご璽E A ［12．7］ 休 部か ら口綾部 の破 片。休部 は内攣 休 部外面上位横 方向のへ ラナデ，内 雲母 ・砂粒 ・小 石 P37　50％　 P L 6
土 師 器 B （15．5） して立 ち上が り，中位 に最大径 を持 面ナデ。 明赤褐色 覆土下層

つ。 口綾部は複合 口縁 で外反す る。 普通 内 ・外面剥離

図版番号 器　 種

計　　 測　　 値 i 現存率

（％） 備　　　　　 考
長 さ （cm） 径 （cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第10図12 土　 玉 3．0 3．0 0 ．6 23 ．0 100 D P 2　　 覆土上層　　　 P L 9

13 土　 玉 3．3 （3．0） 0 ．7 （16．0） 50 D P 3　　 北部 擾土中　　 P L 9
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図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 備　　　　　 考
径（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第10図14 臼　　 玉 0．5 0．25 0．2 0．08 滑　　 石 Q 19　　 覆土下層　　 P L 5

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 備　　　　　 考
径（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

15 紡 錘 車 3．4 1．3 0．7 24．0 滑　　 石 Q 20　　 床面　　　　 P L 6

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！材 質

備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

16 鉄　 鎌 （5．5） 4．2 0．4 （25．0） 鉄 M 2　　 覆土中層　　 P L 6

0　　　　　　　5cm

ヒ＝ヨ二二ヨ

第日図　第55号住居跡出土
遺物実測図

第55号住居跡　（第11e12図）

位置　調査AIV区中央部，B3d9区。

規模と平面形　長軸6．97m，短軸6．83mの隅丸方形である。

主軸方向　N－360－W

壁　壁高は3～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，貯蔵穴周辺が踏み固められている。貯蔵穴北側の床

面から長径18cm，短径11cmの楕円形に広がる粘土を検出した。中央部は撹

乱を受けている。

貯蔵究　東コーナー部に位置し，長径125cm，短径100cmの楕円形で，深さは46cmである。底面は皿状である。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

3　極暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中・ノトブロック・炭化粒子微量

ピット　10か所（Pl～Pl。）。Pl～P4は，長径25－40cm，短径23－30cmの円彬及び楕円形，深さは19－44cmで

ある。規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は，径33cmの円形で，深さは11cmである。位置から出入り口施

設に伴うピットと考えられる。P6－P9は，長径20～57cm，短径20－48cmの円形及び楕円形，深さは12～17cm

で，補助柱穴と考えられる。Pl。は長径73cm，短径65cmの楕円形，深さは24cmで，北コーナー部に位置する。性

格は不明である。

PlO土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

炉　北西壁寄りに位置し，長径105cm，短径58cmの楕円形で，床面を3cmほど掘り込んだ地床炉である。炉床

は，赤変硬化している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多鼠　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片147点が出土している。第11図1の椀は，南東壁付近の床面から正位の状態で出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態や出土遣物から古墳時代中期（5世紀第2四半期）と考えられる。
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第55号住居跡出土遣物観察表

図版番ぢ 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　　 恒 二も色酢 焼成
備　　 考

第11図 椀 A　 8 ．2 目線部一部欠損。平 底。休部 は内攣 ［二j線部内 ・外面横ナデ。休部外面下　 長石 8雲母 。砂粒 P 38　99％　 P L 6
1 土 師 器 B　 4 ．4 しなが ら立 ち上が り，目線部 は外傾 へ ラ削 り後，ナ デ。 内面へ ラナデ。 にぷ い橙 色 床面

C　 2 。8 す る。 普通

：工三三∵′一二∴二ン＿，　∴′言出．、言：、．ぐ

位置　調査AIl・r区中央部，I3こうeγ区。、

規模藍平面形　長軸7．28m9　短軸。鍼の隅丸方形である。

主軸方向　N－粛し’一一Ⅵ．丁

壁　璧高は講～舶cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅は～2且cm，下幅5～温7cmラ深さ4～13cmでラ　断面形はU字状である。

應　全体的に平坦でラ主柱穴より外側の部分が踏み固められてし1る。壁溝から中央部に向かって延びる溝4条

を検出した0北東壁下から鼠条錘亮∴南西壁下から3条（beか牒）の溝がそれぞれ中央部に向かってレうる。

長さ撒一m旋m　上幅蟻～錆cm　下幅　～蟻cm　深さ温～膵cmで　断面形はU字状である。溝　は9　腕につな

がっている。北東壁東コーナー寄りに焼土塊が9北東壁及び南東壁寄りからわずかに炭化物が撃貯蔵穴鼠の南

側からわずかに粘土がそれぞれ検出されている。

貯蔵究　2か所0貯蔵穴且は9南コーナー部に位置し9長径123cm学短径Ⅲ5cmの閏私深さは挽mである。底

面は平坦である0貯蔵穴2はヲ東コーナー部に位置し9長径且02cm9短径56cmの楕円私深さは39。mである。底

面は皿状であるし、

貯蔵穴l土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム中・小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中島　焼土粒子微量

貯蔵穴2土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム中ブロック。ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック微量

ぽッ匪12か所津1～P12）。Pl～㌘4は9長径5～mCm　短径41～58cmの楕円形及び不整関取深さは76～83

cmである。規模と配置から主柱穴と考えられるo P5ほ　長径舗cm　短径朝cmの楕円私深さは蟻cmである。位

置から出入りロ施設に伴うピットと考えられる。P6～㌘12は，長径17～51cm9短径14～35cmの円形及び楕円乳

深さは15－舶cmで　補助柱穴と考えられる。

Pl土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子。炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子中島　ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子多量

P2土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量

P3土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　極暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量
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P4土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土粒子。炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量予．ロームノj、プロ「ック微量

炉　北西壁寄りに位置し9　長径は8cm9　短径78cmの楕円形で9　床面をmcmほど皿状に掘り込んだ地床炉である。

炉床は赤変硬化している。
炉土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子少鼠　焼土中ブロック微量

3　暗赤褐色　廃土粒子中量

4　暗　褐　色　ロ…ム粒子多鼠　ローム小ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子後遺

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　り一一一ム粒子少量

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子中鼠

U、－1ム粒戸口読

ローム粒子中島

ローム中ブロック

ロー∴ム′トブロック

ロ…ム小ブロック

ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

ローム中を小ブロック微量

ローム小ブロック微量

をローム粒子微量

・しトl－ム粒J’・・焼‖位「微量

・ロー∴／、粒白微量：

適地　土師器片1蟻点　土製品　蒸　着製品　点9鉄製品温点が出土している。第蟻図　の塚は　貯蔵穴　内

の覆土下層から正位の状態で出土している。2の杯は北西壁付近の9　3の杯は南東壁付近の9　ともに覆土下層

から出土している。4の高塚はラ　南コーナー部の覆土下層と貯蔵穴温内の覆土上層から出土した破片が接合し

たものである。5の高塚は琴　㌘3内の覆土上の下層から出土した破片が接合したものである。6の高塚はラ　北東

壁付近と南東壁寄りの覆土下層から出土した破片が接合したものである。7の高塚は北西壁付近の孝土中層9

8の高塚は㌘3内の覆土下層，9の高年は南西壁付近の覆土士風用の婆は中央部の覆土中層91の甑は中央部

の覆土中層からそれぞれ出土している。12の土玉は北西壁寄り913の土玉は南コーナー部寄り915の土玉は南

東壁付近のともに床面から出土している。Ⅲの土圭は南部の，蟻の土玉は東部の，ともに覆土中から出土して

いる017の臼玉は北西壁寄　の覆土下層昌の白玉は中央部の床面からそれぞれ出土している。19の滑石塊は9

北東壁付近の覆土中層から出土している。石製模造品の素材と思われる。20の銑鉄は，P。内の覆土上層から出

土している。

所凰　本跡は9床面から焼土及び炭化物がみられたことから，焼失家屋の可能性が考えられる。本跡の時期は9

遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期（5世紀第2四半期）と考えられる。

第56号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第15図 林 A 14 ．8 目線部一部 欠損。平底。休部 は内攣 口線部 内。外面横ナ デ。休部外 面へ 石英 。長石 ・雲母 ・ P39　70％　 P L 6

1
土 師 器 B　 6 ．5 して立 ち上 が り，口綾部 に至 る。 ラ削 り後，ナデ。内面 ナデ。底部へ 砂粒 貯 蔵穴 1 内覆土

C　 4 ．0 ラ削 り後， ナデ。 内 ・外 面赤彩。 明赤褐色

普通

下層

内面剥 離

2

土不 A ［13．8］ 底部 か ら口綾部 の破 片。平底。休部 打線部内 も外 面横 ナデ。休部外面へ 石 英 の砂粒 のスコ P 40　55％　 P L 6
土 師 器 B　 6．0 は内攣 して立 ち上 が り，日録部 は外 ラ削 り後，ナデ。内面へ ラナデ。底 リア 覆土下層

C　 3 ．8 傾 す る。 部へ ラ削 り後，ナデ。 にぷ い橙 色

普通

内面剥離

3

杯 A ［14 ．6］ 底部 から 口綾部の破片。平底 。休部 H 線部 内．外面横ナ デ。底部 及び体 長石 ・雲母 ・砂粒 ・ P41 30％　 P L 6
土 師 器 B　 4 ．6 は 内攣 して立 ち上が り，口綾部に至 部外面へ ラ削 り後，ナデ。 ス コ リア 覆土下層

C　 4 ．0 る。 明赤褐色

普通
内面剥離
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図版番H器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第15図

4

高　杯A17．3脚部一部欠損。脚部は柱状でやや開口縁部内・外面横ナデ。杯部外面へ石英・長石・雲母・P42　80％　PL6
土師器B13．5き，裾部は屈曲して大きく開く。土不ラ削り後，ナデ。脚部外面へラ磨砂粒 覆土下層・貯蔵
D［14．0］部の下位に稜を持ち，内攣して立ちき，内面へラナデ。脚部内面に輸積にぷい橙色 穴1内覆土上層

上がり，口綾部に至る。脚部中位に

末貫通孔がある。

み痕を残す。 普通 内面剥離

5

高　年B（9．7）脚部から杯部下位の破片。脚部は坪部下位横位のへラ削り後，ナデ。雲母・砂粒 P43　55％　PL6
土師器D［7．6］ラッパ状に開く。土不部の下位に弱い脚部外面パケ自調整後，へラ磨き，明赤褐色 P3内覆土上・

稜を持つ。 内面へラナデ。 普通 下層

6

高　坪A［18．6］杯部の破片。杯部は内攣して立ち上口緑部内・外面横ナデ。坪部外面へ砂粒 P44　30％　PL6
土師器BlO，0がり，口緑部は外傾する。 ラ削り後，ナデ。内面へラナデ。にぷい橙色

普通

覆土下層
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図版番ぢ4 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第15図 高　 年 B （8 ．3） 脚部の破片。脚部は 中位 にやや膨 ら 脚部内 ・外 面へ ラナデ。端部 内 ・外 石 英・長 石 ・雲 母 ・ P 45　30％　 P L 7

7
土 師 器 D 12 ．2 み を持 ち，下位 で大 きく開 く。端部 面ナデ。脚 部内面 に輪積 み痕 を残 砂粒 覆 土中層

は反 る。 す。 にぷい褐 色

普通

高　 年 B （9．6） 脚部 か ら年部の破片。脚部は ラッパ 杯部へ ラ削 り後，ナデ。脚部 内・外 長石 ・雲母 ・砂 粒 P 46　30％　 P L 7

8
土 師 器 状 に開 く。 杯部は下位に稜 を持つ。 面パ ケ 目調整。脚部 内面に輪積み痕 橙色 P 3内務土下層

を残す。 普通 内面剥離

二次焼成

9

高　 年 B （6 ．4） 脚部 中位か ら上位 の破 片。脚部 中位 脚部外 面縦位 のへ ラ磨 き， 内面 ナ 石 英・長 石 ・砂 粒 ・ P 47 10％　 P L 7
土 師 器 に一つの円孔 が穿たれてい る。 デ。 ス コリア

橙色

普通

覆 土上 層

10

婆 A ［17．6］ 休部 か ら口綾部の破片。休 部は内攣 日録部 内 ・外面横 ナデ。頸部外面縦 長 石 ・雲 母 ・砂 粒 ・ P 48　5 ％　 P L 7
土 師 器 B （6．2） し， 口綾部 は外反す る。 位 のへ ラナデ。体部 内 ・外面 ナデ。 スコ リア

橙色

普通

覆土 中層

11

甑

土 師 器

B （1 ．9）

C ［7 ．0］

底部の破片。単 孔式。 底部外面へ ラナデ。 内面ナデ。 雲 母 ・砂 粒

ス コリア
黒褐 色

普通

P 49　5％　 P L 7

覆 土中層

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！現存率

！ （％） 備　　　　　 考
長 さ （cm） 径 （cm ） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

12 土　　 玉 2 ．9 3 ．2 0 ．7 2 5．0 10 0 D P 4　　 床 面　　　　　 P L 9

13 土　　 玉 3．2 3．1 0．6 2 5．0 10 0 D P 5　　 床面　　　　　 P L 9

1 4 土　 玉 3．5 （3 ．4） （0．7） （17 ．0） 50 D P 6　　 南部覆土 中　　 P L 9

15 土　 玉 3 ．1 （3 ．6） （0．7） （17 ．0） 50 D P 7　　 床面　　　　　 P L 9

16 ！ T l
土　 ユつ 3 ．5

′。∩、 i
LJ ・∠ノ l

′ハハ、 i
川・Dノ l

（22 eO） i
45 1 D P 8　　 東部覆土中　　 P L 9

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！石 質

i 備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

17 臼　　 玉 0．4 0．3 0．15 0．08 滑　　 石 Q 21　 覆土下層　　　　 P L 7

18 臼　　 玉 0 ．4 0．25 0．15 0．06 滑　　 石 Q 22　　 床 面　　　　　　　 P L 7

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 備　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

19 滑 石 塊 2．5 1．3 1．1 3．80 滑　　 石 Q 23　　 覆土 中層　　　　 P L 7

図版番号 臼
計　　 測　　 値 ！材 質

I 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g）

20 鉄　 鉱 （3．5） 上5 0．5 （1．86） 鉄 M 3　　 P 3覆土上層　　　 P L 7

表2　実穀寺子遺跡住居跡一覧表

住居跡

番号
位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸×短軸
壁高（cm） 床面

内　 部　 施　 設 ！炉

凍土 出　 土　 遣　 物 備　 考
壁溝 溝 主柱穴貯蔵穴 ピット入口

53 B 4g 4 N －500…E 方　　 形 6．02×5．98 22～33 平坦 4 1 1 1 2 人為
土師器 （杯・椀・高林・柑・婆・壷・
甑），土玉，石製品 （叔孔円掛 剣形
品・勾玉・管玉・臼玉），不明鉄製品

5世紀第2四
半期

54 B 4al N －240－W 方　　 形 5．87×5．65

l

16～20 平坦 1 14 4 人為
土師器 （杯・椀・高塚・柑・婆・
壷），土も 石製品 （臼玉・紡錘
車），鉄鎌

5世紀第2 四
半期

55 B 3d9 N －360－W 隅丸方形 6．97×6．83 3～　8 平坦 4 1 5 1 1 不明 土師器 （椀） 5世紀第2 四
半期

56 B 3e7 N －480－W 隅丸方形 7．28×7．04 36～44 平坦 全周 4 4 2 7 1 1 自然
土師器 （杯・高年・婆・甑），土も

石製品 （臼玉・石材），鉄鎌

5世紀第2四
半期
焼失家屋
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望　方形竪究状遺構

第52号住居跡は，竪穴住居跡として調査したが，他の住居跡と比べて小規模で，炉や貯蔵穴，柱穴等もみら

れず，居住施設とは考えにくいため，整理の段階で方形竪穴状遺構とした。以下，遺構と遣物について記載す

る。

第瑠号方形竪究状遺構〔SI－52〕（第16弓7図）

位置　調査AIV区東部，B4a8区。

規模と平面形　長軸3．38m，短軸3．26mの隅丸方形である。

主軸方向　N－350－W

壁　壁高は58～60cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅10～18cm，下幅5－8C叫　深さ6－10cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦で，特に踏み固められた部分はみられない。

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　黒

2　黒

3　暗

4　暗

5　暗

量
墨
壷
墓
室

微
中
多
多
多

子
子
子
子
子

粒
粒
粒
粒
粒

ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

一

一

一

一

一

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐

ローム中・小ブロック微量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック微量
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第16図　第l号方形竪穴状遺構実測図
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第日図　第I号方形竪穴状遺構出土遺物実測図

遺物　土師器片78点が出土している。第17図1の高塀は，中央部の覆土中層と覆土下層から出土した破片が接

合したものである。2の高杯は，北コーナー部付近の覆土上層と覆土中層から出土した破片が接合したもので

ある。3の高年は，中央部の覆土中層と南コーナー部付近の覆土中・下層から出土した破片が接合したもので

ある。4の高塀は，南コーナー部の覆土上層と中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。5

の高塀は，北コーナー部付近の覆土中層から出土している。6の高年は中央部の覆土下層から出土している。

7の相は南東壁付近の，8の相は中央部の，ともに覆土中層から横位の状態で出土している。9の壷は，南コー

ナー部の覆土中層と北コーナー部の覆土上層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀第2四半期）と考えられる。
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第1号方形竪穴状遺構出土遣物観察表

図版番 号年 器　 種 計測値（cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第17図 高　 林 A 17 ．0 口綾部に一部欠損。脚部は 中位 にや 隼部外面ハ ケ 目調整， 内面へ ラ磨 長有 ・圭母 ・砂粒 ・ P 1 99％　 P L 7
1 土 師 器 B 15．1 や 膨 らみ を持 ち，下 位 で大 き く開 き。脚部外面及 び内面 下位 パケ 自調 スコ リア 博士 中 ・下層

D 14．8 く。杯部は下位 に弱 い稜 を持 ち学内 整。外面縦位線刻。脚部 内面に輪積 にぷ い黄橙色
攣 して立ち上 が る。 み痕 を残 す。 普通

2

高　 林 A ［川 」］ 脚部 及び 日綾 部一 部 欠損。脚 部は 目線部 内。外面横ナ デ。 棒部 外面下 実母 ・砂粒 ・ス 」 P 2　70％　 P L 7
土 師 器 B （14．5） ラッパ状 に開 く。塚部 は下位 に稜 を 位横位 のへ ラ削 り後，ナデ。脚部 外 リア 澱 士十 ・中層

持 ち， 内攣 して立ち上が る。 面縦位 のパ ケ 目調整亨内面横位 のパ

ケ目調整。脚部内面に輪積 み痕 を残

す。

にぷい橙色

普通

内面剥離

3

高　 林 B （13 ．4） 脚部か ら杯部の破片。脚部 はラ ッパ 塚部内 も外 商へ ラ磨 き。杯部外海底 雲母 ・砂粒 ・てコ P 3　40％　 P L 7
土 師 器 状に開 く。杯部 は下位 に弱 い稜 を持 部へ ラナデ。脚部外 面ハ ケ 昌調整 リア 縄上 中 ・下層

ち， 内攣 して立 ち上 がる。 後，へ ラ磨 き。内面ナ デ。裾 部内 ・

外 面横 ナデ。脚部 内面に輪積み痕 を

残 す。

にぷ い橙 色

普通

4

高　 塚 B （9誹 脚 部 の破 片。下位 は ラ ッパ状 に開 脚部 外面へ ラナ デ。内面パ ケ 自訴 石英 ・長石 ・実母 ・ P 4　30％
土 師 器 く。 整。脚部 内面に輪積み痕 を残す。 砂粒 。スコ リア

橙色

普通

覆土上 。下層

5

高　 塚
B （7j ）

脚部か ら棒部 の破 片。脚部 は ラッパ 塚部外面底部へ ラナデ。脚部外 面ハ 長石 ・雲母 ・砂 粒 ・ P 5　30％　 P L 7
土 師 器 状に開 く。隼部は下位 に弱い稜 を持 ケ 目調整。脚部内面に輪積み痕 を残 ス コリア 覆土 中層

つ。 す。 にぷい橙 色

普通

内面剥離

6

高　 年 B （9 ．5） 脚部の破 片。 脚部 は ほぼ柱 状 を里 脚部外商へ ラ磨 き9　内面へ ラナデ。 砂粒 ・ス コリア ㌘6　20％　 P L 7

土 師 器 し， 中位 にやや膨 らみを持 つ。 脚部 内面に輪積み痕 を残す。 にぷ い橙色

普通
覆土下層

7

川 B （12．7） 口綾部 欠損。上げ底気 味の平底。体 目線 部外面 パ ケ 目調整 後，へ ラ磨 石英 ・砂粒 P 7　80％　 P L 7
十 師 器 C　 4．4 部 は扁平 を球 形状 を呈す る。甘綾部 き，内面へ ラ磨 き。休 部外 面十位 縦 にぷ い橙色 裡士中層

はわずかに外 反す る。 位 のへ ラ削 り後，ナデ。中 e下位 横

位の／＼ラ磨 き。

普通

8

紺 B 日日 引 底部か ら目線部下位 の破片。丸底。 目線部 内面へ ラナデ。休部外面横位 石 英 ・砂粒 のスコ P 8　50％　 P L 7
土 師 器 休部は扁平 な球形状 を呈す る。頸部 のへ ラ磨 き。 内面底部へ ラナデ。 リア 覆土 中層

内面下部 軋 下方に わず かに突出す

る。

にぷい橙 色

普通
外面剥離

9

壷 A 15 ．2 休 部か らH 綾部の破 片。休部 は学内 目線部内面ハ ケ＝調 整後， 内・外面 石英 ・長有∴ 砂粒 P 9　40％　 P L 7
工 師 器 B （24 諸） 攣 して立 ち上が り，中位 に最大径 を 横 ナ デ。休 部外 面へ ラ削 り後，ナ スコ リア 将士工 ・中層

持 つ。口綾部 は複合 目線で，外反 す デ，内面へ ラナ デ。休部 内面に輪積 にぷ い黄褐色

る。 み痕 を残す。 普通

詔　方形周溝墓

今回の調査で方形周溝墓2基が検出された。以下，遺構の形態などについて記載する。

第瑠号方形周溝墓（第18の鼠9図）

健置　調査AIV区北東部9　A4j4区。

規模と形状　平面形は隅丸方形を呈する。規模は南北5．65mラ　東西5．58m，方台部で南北4。23m，東西4．22m

である。盛り土は認められなかった。

方位　N1400－E

腰溝　溝の上幅は0．53～0。82m，下幅は0。2虹0．38mで9　深さは21～28cmである。底面は平坦で，断面形はU

字状である。北東部分は，古墳時代中期の地表面と思われる，厚さ約20cmの褐色土層上面で確認できたことか

ら，周溝は50cm前後の深さだったと考えられる。

覆丑12層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。
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第18図　第！号方形周溝墓実測図

土層解説

1　極暗褐色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ローム粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子少亀　ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

7

8

9

窯
黒
黒

K

C

l三‾手‾‾

0　　　　　　　2m

［二　　　卜二二二二∃

色　ローム粒子微量

褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

褐　色　ローム粒子微量。6層より色調が明るい。

10　極暗褐色　ローム粒子中島　ローム小ブロック微量

褐　色　ローム粒子中量。4層より色調が暗い。

褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片28点及び石器1点が出土している。第19図1の高年及び4の礫が周溝の北東部の底面から出土

し，2の塚が周溝の覆土中から，3の壷が周溝の北西部の覆土上層から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代中期と考えられる。
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第19図　第l号方形周溝墓出土遺物実測図

第1号方形周溝墓出土遺物観察表

二二二 4

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

「－　＿し＿　　！

図版番目器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第19図

1

高　年A［17．0］杯部の破片。杯部は外傾する。 目線部内・外面横ナデ。杯部内・外砂粒・長石・スコP59 10％　PL8

土師器B（4．5） 面へラ磨き。 リア

にぷい橙色

普通

周溝北東部底面

2

杯 Å12．4 休部から口綾部の破片。休部は内H線部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石 P60　20％　PL8

土師器B（5．0）攣し，口綾部は外反する。 ラナデ。 暗褐色

普通

覆土中

3

士箋E B（4．7）口綾部の破片。　目線部外面に稜を口綾部上位内・外面横ナデ。外面下砂粒・長石・石英・P61 5％　PL8

土師器 もち，外傾する。 位へラナデ。 スコリア・小石

明赤褐色
普通

周溝北西部覆土

上層

図版番号器　種
計　　測　　値

石　質 備　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

4 礫 （21．0）（6．8） （2．7）（573．0）
董青石ホルン
7ェルス
Q25　　周溝北東部底面　　PL8

第2号方形周溝墓（第20e21図）

位置　調査区AIV北東部，B4b3区。

規模と形状　平面形は隅丸方形を呈する。規模は南北6．10m，東西5．77m，方台部で南北4．78m，東西4．73m

である。盛り土は認められなかった。

方位　N－380－E

周溝　溝の上幅は0．37－0．75m，下幅は0．28－0．45mで，深さは15－29cmである。底面は平坦で，断面形はU

字状である。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。
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第20図　第2号方形周溝墓実測図

♂／竿
第21図　第2号方形周溝墓出土遺物実測図

私2

‾‾ヽ」＿ぴ‾‾

0　　　　　　　　2m

［＿　＿．“二．＿．；．＿　＿．＿＿．．＿．j

0　　　　　　10cm

』二二二二二二ヒ二二」

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

3　極暗褐色　ローム中ブロック・粒子微壷

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片20点が出土している。第21図1の私　2の義　3の手捏土器がいずれも周溝の南東部の覆土中

層から出土している。

新風　本跡の時期は9　出土遣物から古墳時代中期と考えられる。
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第2号方形周溝墓出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 1図 柑 A　 7 ．6 ロ綾部 の破 片。 口綾部 はわず かに 口綾部上 位内 ・外 面横 ナデ。外面下 砂粒 ・スコ リア P 62　20％　 P L 8

1
土 師 器 B （3 ．8） 内攣 す る。 位縦位 のナデ。 にぷい橙色

普通

周溝南東部覆土

中層

2

壷 A ［9 ．2］ 休部 か ら口綾部の破 片。休 部 は内 口縁部 内・外面梼ナ デ。休 部外面ナ 砂 粒 ・長石 ・雲母 ・ P 63 10％　 P L 8
土 師 器 B （4 ．8） 攣 し， 目線 部は外反す る。 デ。 スコリア

にぷい黄橙色

普 通

周 溝南東部 覆土

中層

3

手捏土器 A ［ 3．1］ 休部 か ら口綾部 の破 片。休 部 は厚 体 部 内 ・外面指 ナデ。 口綾部 は指 砂粒 ・長石 ・スコ P 64　40％　 P L 8
土 師 器 B　 2．2 み をもつ。 でつ まみ上げ ている。 リア

暗褐 色

普通

周構南東部覆土

中層

4　土坑

今回の調査で土坑12基が確認された。出土土器が小片であったり数が少ない遺構の時期については，他の時

期の土器片が出土しないことや，同じ台地上に他の時期の遺構が確認されていないことなどから，住居跡と同

じ古墳時代中期とした。

第川3号土坑（第22図）

位置　調査AIV区東瓢　B4g7区。

規模と平面形　長径1．34m，短径1．14mの楕円形で，深さは33cmである。

長径方向　N－590－W

壁　南北は外傾し，東西はほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層に分層され，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム小・中ブロック・粒子微量

2　黒　褐　色　ロームノトブロック・粒子微量

遺物　土師器片8点が出土している。第22図1の高塀の脚部片が覆土中から，2の不明石器が覆土下層から出

土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

≡二：、

・9．．1

dl

2

ヽL J

子／
0　　　5cm

lここ⊥＿」

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

第22図　第用3号土坑・出土遺物実測図
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第m　号土坑出土遣物観察表

図版番可 器　 種 計測値（壷 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工・色調・焼成 備　　 考

第22図 高　 林 B （4．9） 脚部から杯部の破片。脚部はハの 脚部外面へラ削り。内面へラナデ。 砂粒・長石・小有・ P 50 10％　 P L8
土 師器 字状に開き，杯部は外傾する。 スコリア 覆土中

1 ！にぷい黄褐色
普通

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 i

i 石 質 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

2 不明石器 3．2 3言 2．8 鉦 62） 軽　　 石 Q 37　　 穫土中層

第臓考量坑　第23図）

位置　調査AIV区南部，B3110区。

規模と平面形　長径2も07m，短径1。63mの楕円形で9　深さは10cmである。

長径方向　N－41し、－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　やや凹凸が見られる。

援羞　3層に分層され9　堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子。焼土粒子後室

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片260点が出土している。第23図1の高棒，29　3の婆が覆土中から出土している。土師器の破片

が多数出土しているが，接合できるものが少ないことから，破片が投棄されたと思われる。器種別では高塚片

18点，椀片2点，婆片2点が確認できる。〕

所農　本跡の時期は9　出土遺物から古墳時代中期（5世紀第2四半期）と考えられる。
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第104号土坑出土遺物観察表

図版番 目 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第23図 高　 杯 B （9 ．6） 脚部 の破 片。 脚部 はハ の字状 に開 脚部外面へ ラ磨 き。内面へ ラナデ。 砂粒 ・長石 ・ス コ P 51 20％　 P L 8

1
土 師 器 く。 リア

明赤褐色

普通

覆土中

2

婆 A ［18．0］ 休 部 か ら 口綾 部 の 破 片 。 頸 部 は 口繰部内 ・外面横ナ デ。休部外 面へ 砂粒 ・長石 P 52　 5％　 P L 8

土 師 器 B （7．0） 「く」の字状に屈 曲 し， 口綾部はわ

ずかに外 反する。

ラナデ。 明褐 色

普通

覆 土中

3

聾 B （4．7） 底部か ら休部 の破 片 。休部 は外傾 休 部外面へ ラ削 り。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 53 10％　 P L 8

土 師 器 C ［5．6］ して立 ち上が る。 褐 色

普通

覆土 中

第川5号土坑（第24図）

位置　調査AIV区南部，B3h9区。

規模と平面形　長軸2．03m，短軸1．62mの隅丸長方形で，深さは10cmである。

長軸方向　N－24。－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　やや凹凸が見られる。

覆土　3層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片130点が出土している。第24図1の杯が，覆土下層から正位で出土している。土師器の破片が多

数出土しているが，接合できるものが少ないことから，破片が投棄されたと思われる。器種別では杯1点，高

塀15点，椀2点，婆5点が確認できる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀第2匹l半期）と考えられる。
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第24図　第105号土坑・出土遺物実測図
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第105号土坑出土遣物観察表

図版 番 ロ 器　 種 計測値（珊） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第24図 土不 A 13 ．6 平底。休 部は内攣す る。 体部 内 ・外面へ ラナ デ。 内 ・外面赤 砂粒 ・長石 ・スコ P 54　90％　 P L 8

1
土 師 器 B　 5 ．2

C　 3 ．6

彩。 リア

にぷ い橙色

普通

覆土下層

第106号土坑（第25図）

位置　調査AIV区南部，B3h8区。

規模と平面形　長軸2．33m，短軸2．17mの方形で，深さは11cmである。

長軸方向　N－61。－W

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層に分屑され　堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片217点，土玉3点が出土している。第25図2の高年の脚部が覆土下層から，1の杯と4の土玉が

覆土中層から，3の土玉が覆土中から，5の土玉が覆土上層からそれぞれ出土している。土師器片は接合でき

ない別個体の破片が多数含まれている。破砕されて投棄されたと思われる。器種別では高塚24点，柑2点，椀

5点，要9点が確認できる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期（5世紀第2四半期）と考えられる。
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第25図　第用6号土坑・出土遺物実測図
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第m　号土坑出土遣物観察表

図版番可 器　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 l 備　　 考

第25図 杯 A ［14 ．0］ 休部は 内攣す る。 口緑部内 。外商横 ナデ。体 部内 ・外 砂粒 ・長石 ・ス コ P 55 10％　 P L 8

1
土 師 器 B （5 ．1） 面へ ラナデ。 内 ・外面赤彩 。 リア

橙色

普通

覆土 中層

2

高　 棒 B （7．7） 脚 部の破 片。 脚部 はハ の字状 に開 脚部外面 へ ラ磨 き。 内面へ ラナデ。 砂粒 ・実母 P 67　20％　 P L 8
士 師 器 く。 にぷい褐色

普通

覆 土下層

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 ！現存率

！ （％） 備　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重義 （g ）

3 土　 去 （1 ．6） 2．2 0．5 （4．3） 95 D P 9　　 そろば ん玉状　　 覆土 中　　　 P L 9

4 土　 玉 3．4 （3．4） （0．7） （19 ．0） 55 D P lO　　 欠損　　　　　　 碑工 中層　　 P L 9

5 土　 玉 2．9 （3 ．2） （0 ．6） （16 ．0） 50 D P l l　 欠損　　　　　　 粒十十屑　　 P L O

第臓尊堂坑（第28図）

位置　調査AIV区南部，I33i（）区。

規模と平面形　長径1．47m，短径0．58mの楕円形で，深さは26cmである。

長径方向　N－19。－1V

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　平世である。

覆羞　4層に分層され，。ームブロックと粘土ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子。粘土大・中・小ブロック・粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子0粘土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子。炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローーム粒子中鼠　ローム小ブロック微量

所見　本跡の時期は，遣物がJ仕上していないことから不明である。

第柑号豊坑（第28図）

位置　調査AIV区南部，B3h8区。

規模と平面形　長径0．7m短径．椙mの楕円形で9　深さは26cmである。

長径方向　N－692－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆丑　6層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量。2層より色調が明るい。

4　黒　　　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片10点が出土している。

所見　本跡の時期は，H十上遣物から古墳時代中期と考えられる。
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第110号土坑（第26図）

位置　調査AIV区南部，B3h8区。

規模と平面形　長径1．31m，短径0．77mの楕円形で，深さは32cmである。

長径方向　N－190－E

壁　北東壁はほぼ垂直に，南西壁は緩やかに立ち上がる。

底面　南西から北東に傾斜している。

覆土　2層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片4点が出土している。第26図1・2の高年が覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代中期と考えられる。
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1

‾南壷プ‾‾
K　2

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Lr一一一一一一一十一‥一一一一一一一」

第26図　第IIO号土坑・出土遺物実測図

第110号土坑出土遣物観察表
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図版番口器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第26図 高　 年 A［15．4］坪部はわずかに内攣し，下端に弱 ロ縁部内・外面横ナデ後，杯部内・砂粒・雲母・スコ P56 10％　PL8

1
土師器 B（4．3）い稜をもつ。 外面へラナデ。 リア

明赤褐色
普通

覆土上層

2

高　 年 B（5．0）脚部の破片。脚部はハの字状に開 脚部外面へラ削り。 砂粒・長石・雲母 P57 10％　PL8

土師器 く。 にぷい褐色

普通

覆土上層

第111号土坑（第28図）

位置　調査AIV区北西部，B3b9区。

規模と平面形　長径1．14m，短径0．97mの楕円形で，深さは17cmである。

長径方向　N－180－W

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

－39－



土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック8粒子微量

遺物　土師器片3点が出土している。

所見　本跡の時期は，出士遣物から【阜榊寺代中期と考えられる。

第醐　尊堂銑（第28図）

位置　調査AIW区北西部，I33bo区。

規模藍平面形　長径や花m短径。飢mの楕閏形で9　深さは22cmである。

長径方向　N－34J－W

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　用L状である。

覆土　3層に分層され，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。1

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量9　ローム中8小ブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子多量

適物　土師器片1点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

第綱遜考量坑（第28図）

位置　調査AIV区北西部，B3a9区。

規模と平面形　径（上6mほどの円形で，深さは16CIllである。〕

長径方向　N－53°．－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。〕

覆羞　3層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム中ブロックの粒子微量

3　暗　褐　色　ロ㌦…ム粒子少量

遺物　土師器片1点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

第m　考量境（第28図）

位置　調査AIV区北部，A4il区。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．58mの楕円形で，深さは22cInである。

長径方向　N－22e－E

璧　西壁はほぼ垂直に，東壁は緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。
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覆土　3層に分層され9　レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多巌

遺物　土師器片蟻点が出土している。

新風　本跡の時期は9　出土遣物から古墳時代中期と考えられる。

第m考量坑（第27図）

億置　調査AIV区南東乳　B極区。

規模と平面形　径。郁m程の円形で　深さは蟻cmである。

長径方向　N－2°－1V

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　平川であるし、

覆羞　2層に分層され，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2窯褐色ローム粒子少量

遺物　土師器片帆如ゞ出土している。第27図1の高塚の脚部片が覆土中層から横位で出土している。

所農　本跡の時期はラ　出土遺物から古墳時代中期と考えられる。
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第2図　第i蟻号土坑◎出土遺物実測図

第115号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

』＝土＝∃

図版番彗！器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第27図 高　 年 B （8．7）脚部の破片。脚部は中空で，わずか 脚部外面へラ削り。内面ナデ。 砂粒・長石・雲母 P58　20％　PL8
1 土師器 に膨らみをもつ。 明赤褐色

普通
覆土中層
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表3　実穀寺子遺跡土坑一覧表
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！　　＿＿」　　　」

土坑

番号
位置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規　模

壁面底面覆土 出土遺物 備　　考
長径・長軸×
短径・短軸（m）
深さ（cm）

103B4g7N－59。－W楕　円　形1．34×1．1433外傾平坦自然土師器（高年・不明石器） 古墳時代中期

104B3hoN－41D－E楕　円　形2．07×1．63 10 緩斜凹凸人為土師器（高坪・碗・要） 5世紀第2匹】半期

105B3h9N－24。一E隅九長方形2．03×1．62 10 緩斜凹凸人為土師器（杯・高年・椀・聾） 5世紀第2四半期

106B3h8N－61n－W方　　　形2．33×2．17 11外傾平坦人為土師器（杯・高年・椀・柑・褒），上玉5世紀第2四半期

108B3ioN－19。－W楕　円　形1．47×0．58 26 緩斜平坦人為

109B3h8N－69D－E楕　円　形0．70×0．63 26 緩斜平坦人為土師器片 古墳時代中期

110B3h8N－190－E楕　円　形1．31×0．77 32 外傾傾斜人為土師器（高坪） 古墳時代中期

111B3b9N－180－W楕　円　形1．14×0．97 17 緩斜平坦自然土師器片 古卿時代中期

112B3boN－340－W楕　円　形0．72×0．6122 緩斜皿状自然土師器片 古墳時代中期

113B3a9N－538－E円　　形0．63×0．6116 緩斜皿状人為土師器片 古墳時代中期

114A4ilN－220－E楕　円　形1．96×1．58 22 垂直平坦自然土師器片 古墳時代中期

115B4j5N－20－W円　　　形0．60×0．57 15 緩斜平坦自然土師器（高杯） 古墳時代中期

5　遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない土器や，土製品，石器，石製品，古銭，煙管が出土している。ここでは，そ

れらの出土遺物のうち，縄文土器片16点（早期5点，前期11点）について解説し，その他については，実測図

（第29図）と観察表で報告する。
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4～6は深鉢の胴部片で，沈線により文様が施されている。田戸下層式土器に比定される。7ほ深鉢の胴部

片で，沈線及び円形刺突文が施されている。鵜ヶ島台式土器に比定される。8は深鉢の胴部片で，胎土に繊維

が含まれラ条痕文が施されている。茅山下層式土器に比定される。9ほ目線部片で9浅い沈線が施されている。

iO～12は深鉢の胴部片で，地文は撚糸文である。浮島I式土器に比定される。1説　Ⅲは深鉢の日録部片で　変

形爪形文が施されている。15は深鉢の胴部片である。貝殻腹線による波状文が施されている。浮鳥朋式土器に

比定される。16は深鉢の日録部片で，単節縄文監Rが施されている。17－19は深鉢の胴部片で，単節縄文が施

されている。下小野・粟島台式土器に比定される。

遺構外出土遣物観察表

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第29図

1

深　　 鉢
縄文土器

B （8 ．6） 底部から胴部の破片。尖底。無文。 石英 ・雲母 ・砂粒

にぷい橙色
普通

P 65　5％　 P L9
（団戸下層式）

2

深　　 鉢

縄文土器

B （4．0） 底部の破片。尖底。無文。 長石 ・石英 ・スコ

リア

にぷい黄橙色
普通

P 66　5％　 P L 9

（輯戸下層式）

図版番号 器　 楯
計　　 測　　 値 i 現存寧

日 ％） 形状及び模様の特徴 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重義（g ）

3 土器片錘 2．5 2．5 0．日 （7．30） 95 無文。 H P 12　　 P L 9

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 i 石 質

備　　　　　 考序 さ（cm）
幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 義 （g ）

2 0 剥　　 片 4 ．1 2 ．3 0．6 5．2 0 頁　　 岩 Q 26　　　　　　　　　　　　 P L 9

2 1 削　　 器 5．1 2．3 0．8 10．0 0 チ ャー ト Q 27　　　　　　　　　　　　 P L 9

2 2 石　　 鉄 （2．8） 上7 0．45 （1．70） 安 山 岩 Q 2 8　　 一部欠損　　　　　 P L 9

23 石　　 鉄 （1．8） 1．7 0 ．45 （1．34） 安 山　岩 Q 2 9　　 一部欠技　　　　　 P L 9

24 石　　 鉄 1．5 （1．3） 0 ．3 （0 ．3 3） チャー ト Q 3 0　　 一 部欠損　　　　　 P L 9

25 石　　 鉄 （2 ．2） 1 ．6 0 ．2 5 （0 ．7 8） チャー ト Q 3 1　 一部欠損　　　　　 P L 9

2 6 石　　 鉄 2．1 1．7 0．3 （0．88） チ ャー ト Q 32　　　　　　　　　　　　 P L 9

2 7 石　　 鉄 2．3 L 2 0．4 8．85 チ ャー ト Q 33　　 末製品　　　　　　 P L 9

28 石製模造品 （6 ．2） （3 ．1） 0 ．7 （16 ．00） 滑　　 石 Q 3 4　　 一部欠損　 剣形 品　 P L 9

29 砥　　 石 （3 ．8） 2 ．0 1．6 （18 ．0 0） 凝 灰 岩 Q 3 5　　 欠損　　　　　　　 P L 9

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値 i 材 質

出土地点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

30 煙　　 管 （5．3） 0．9 0．9 （3．98） 真鎗 C 区 M 4　　　 P L 9

図版番号 名　　 称 初　 鋳　 年 出土地点
i

備　　　　　 考

31 寛　 永　 通　 賓 1737年 A IV 区東部 M 5　　　 P L 9

32 寛　 永　 通　 貨 1768年 C 区 M 6　　　 P L 9
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第4節　ま　と　め

今回調査したAIV区からは，古墳時代中期の竪穴住居跡4軒，方形竪穴状遺構1薗方形周溝墓2義士坑

11基及び時期不明の土坑1基が確認された。当区の集落は，平成7年度から調査されたAI～Ⅲ区と同じ台地

上にある，南北に広がる同一集落の一部である。集落に隣接して2基確認された方形周溝墓は集落と同時期の

ものである。また，付近の住居跡と土坑からは，祭祀行為の跡が確認された。ここでは，これらの遺構の特徴

をふまえて集落跡の性格について触れ，まとめとしたい。

住居跡について

第53号住居跡からは，石製模造品の剣形品2点，双孔円板1息　臼玉11息管玉1息勾玉3点が，床面及

び床面から数センチ上部の覆土中で検出された。勾玉は丸みのあるものと扁平のもので，丁寧な整形が見られ

る。石製模造品の出土から，祭祀行為が行われた可能性がある。

第54号住居跡は，調査区北部で第2号方形周溝墓に隣接した位置にあり，当遺構の南西コーナーの貯蔵穴横

の床面で粘土が検出され，その粘土上から紺が，横の床面から椀がそれぞれ横位で出土した。ほかに第55号住

居跡と第56号住居跡からも少量の粘土が検出されたが，第54号住居跡と同様の土器の出土状況は見られない。

また，第54号住居跡からは，炉が4か所検出された。1軒あたりの炉の数は一般に1か所あるいは2か所であ

るので，不規則をピットの配置等も含め，当遺跡内では特殊な機亀性格を有した遺構であると考えられる。

方形竪穴状遺構について

第1号方形竪穴状遺構は床に硬化面が無く，使用された痕跡がほとんど確認されていない。覆土の堆積状況

を見ると，下層は人為堆積で遣物をほとんど含んでいないが，中間層からは当遺構のほとんどの遣物が集中し

て出土している。高年e壷e相が多くは割れた状態で出土し，同一個体の破片が覆土中から検出されていない

ことから，割れた土器が投棄されたものと思われる。集落内に似た形態の遺構が3基存在し，近接する住居跡

と軸線がほぼ同じのものが2基確認されている。住居跡との関連や集落内での役割等興味深い遺構である。

方形周溝墓について

2基確認された方形周溝墓は外径が5mほどで9他の報告例と比べて最も小型の部類である。出土遣物は，

第1号方形周溝墓では，溝底面から高塚の杯部と礫が，上層から紺の口綾部片が出土している。第2号方形周

溝墓では，溝の覆土中層から小形紺と壷の口綾部及び手捏土器が出土している。

2基の方形周溝墓は互いに隣接しており，主軸方軋規模，遺物出土状況が似ている。埋葬施設は不明である。

立地をみると，集落のある台地との比高約1mの谷津に画した北部縁辺部に2基並んでいる。このことから，墓

域は，北方向の谷に向かって広がっていたと考えられる。当遺跡における方形周溝墓の立地は，同時期の集落に

隣接した台地縁辺部であり，「主要河川の支流沿いやその谷筋などやや奥まったところ」で，「限定された小地
（1）

域内」に数基存在するという茨城県内に多く見られる例と同じである。

土坑について

第104へ・106号土坑は，他の土坑と比べ形態と遣物出土状況等が異質である。平面形は第104号土坑が楕円私

第105号土坑が隅丸長方私　第106号土坑が方形で，東西に並んで確認され，それぞれの遺構から多数の土師器

片が出土している。第105号土坑から第24図1の杯が正位で，土庄でつぶれたような状態で出土したのは例外的

で，ほとんどの土器が人為的に割られたと思われる小片であり，接合する例はわずかである。3基の土坑は，

胤鼠　廃棄行為と思われる遺物の出土状汎　高年の個体数が圧倒的に多いという土器の組成が類似している。

遺構確認面より上方の覆土中にも土器片が含まれていたことを考えると，投棄された個体数はさらに多かった
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と考えられる。それぞれの遺構の出土遺物には，破砕後の煤の付着が見られるものもあり，覆土中からは微量

の炭化粒子と焼土粒子が検出された。また，第105号土坑では底面から焼土も検出された。これらの土坑では，

焼却廃棄が行われた可能性があると思われる。集落の中でこのような特徴を持つ土坑の数が3基だけだとする

と，廃棄行為が恒常的にあったとは考えられない。長野市の石川条里遺跡でも類似した遣物の出土状況の土坑
（2）

が確認され，祭祀との関連において報告されている。今回までの当遺跡の調査では，発掘調査の区域が限定さ

れ，他に，同様の遺構の存在も考えられるが，廃棄行為が一時的なものと想定するなら「祭祀終了後の廃棄の
（3）

所産」の可能性も考えられる。

第115号土坑では，覆土中層から高年が横位で出土した。当区東側で隣接するAII区でも，同規模で，同様に

高塀が覆土中層から，横位で検出された土坑が1薗高年が覆土中層から検出された土坑が2基，紺と婆が覆

土中から検出された土坑がそれぞれ1基ずつ確認された。このことから，当区の第115号土坑の遺物出土例は例

外的なものではなく，集落内の屋外のいくつかの土坑で，同様の意図で，何らかの祭祀行為が行われていたと

思われる。

次に遺跡の時期の問題を考えてみる。遣物の土師器を見ると，器種構成に埠が含まれること，口綾部に段を

有する相が見られること，高塀の脚部はへラ磨きに加えへラ削りも見られるようになること，高塚の出土量が
（4）

相対的に多いことなどから，樫村宣布氏の編年によればII期に相当するものと考えられる。

以上のことから，当遺跡は5世紀第2四半期頃の集落跡及び集落に隣接した墓域で，集落内では祭祀等が行

われていたことが明らかになった。遺構相互の祭祀等の関連については，当調査区城を見る限り，遺構間の遺

物の接合関係がなく不明である。
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